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金融・データ利用委員会の概要

沿革

2003年6月に「金融委員会」として設立

年 「金融 デ タ利 委員会 名称変更2013年5月に「金融・データ利用委員会」に名称変更

活動の主な目的

金融などの企業情報の活用分野を中心に、利用事例紹介、

実証実験の実施、実務上の課題整理に取り組む

ユーザーの立場からXBRLの認知向上、普及促進を目指す

参加メンバー

XBRL Japan会員であれば参加可能

金融機関、監査法人、情報ベンダー、システムベンダー等

幅広い参加者によ て運営幅広い参加者によって運営



金融・データ利用委員会の活動状況

ユーザーサイドからの利用促進検討

電子開示データの範囲拡大による新しい利用シーン電子開示デ タの範囲拡大による新しい利用シ ン

環境等の新しい利用分野に関する検討

最新事情の情報共有最新事情の情報共有

国内の活用事例

海外の最新状況海外の最新状況

情報発信

第 回国際大会 発表 本 事例 （ 年 月）第25回国際大会での発表－日本の事例 （2012年11月）

XBRL International （Best Practice Board)との連携
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金融委員会 の活動予定

 XBRLをめぐる最新動向の把握

内外の既存分野における新しい利用事例内外の既存分野における新しい利用事例

新しい分野における適用の可能性

ザ サイドから 利用促進検討ユーザーサイドからの利用促進検討

普及の障害となっている問題の認識

利用シ ン拡大のシナリオ利用シーン拡大のシナリオ

情報共有及び情報発信

実務に沿った利用事例の蓄積

事例に関する内外に対する情報発信
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